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Ａ．研究目的 

近年、個人のゲノム情報に基づき、個人ごとの

違いを考慮した「がんゲノム医療」への期待が高

まっている。第3期がん対策推進基本計画では、

「バイオバンク」、「次世代シーケンスを用いた

ゲノム解析」、「治験薬と含めた治療選択肢を提

示できるゲノムコンソーシアム」などを推進する

一方、「がんゲノム医療」に関する国民への理解

を促進するための教育や普及啓発が求められてい

る。 

現状、「がんゲノム医療」には、患者を中心と

した社会一般から多大な期待がなされているが、

正確な情報提供が欠如しているため、一般人はも

ちろん医療従事者の間でも混乱が生じている。商

業ベースで宣伝される遺伝子パネルなどの中には

低品質のものが散見され、結果が治療選択に反映

されないものも多くある。情報は専門用語で示さ

れるため、一般の国民には理解が困難であるこ

と、又、テレビ、新聞、SNSを含む膨大な情報や

広告の中で、信頼性の高い情報を選別することは

困難で、結果としてがん患者が不利益を得ること

も少なくない。 

「日本癌学会」、「日本臨床腫瘍学会」、「日本癌

治療学会」は、2017年より「がんゲノム医療の推

進」を目的として、「3学会合同ゲノム医療推進タ

スクフォース」（座長：日本癌治療学会理事長; 

北川 雄光）を設立した。活動目標の１つの「社

会に対する正しいがんゲノム医療の提供」の実現

のために「がんゲノムネット・ワーキンググルー

プ（WG）」を組織した。3学会よりそれぞれ推薦を

受けた 10名で構成し、2017年 10月 20日に第１

回の WG会議を開催し、現在活動を継続してい

る。 

本研究は、この 3学会合同 WGを基盤とし、患

者、患者家族、一般市民を対象に、現状のがんゲ

ノム医療の全体像をまとめアップデートを随時行

いながら、ゲノム関連情報の提供を行うことを計

画する。各学会に所属する専門家による現状の解

説や将来像、現時点では達成できていないことな

ど負の側面も含めて正確な情報を提供する。情報

ツールとしては、3学会のホームページだけでは

なく、患者会のホームページ、NPOがん関連ネッ

ト、メディア企業、医学系出版社、大手のインタ

ーネットサイトを用いる。又、各学会の学術集

会、市民公開講座、大学のがんプロフェッショナ

ル講座、国立がん研究センター、患者会、他医療

従事者向け教育事業などと連携する。 

３年間の研究期間内に、国民を対象とした「が

んゲノムネット」のコンテンツ・体制を整えるこ

とを目標とする。 

患者、患者家族、一般市民に「がんゲノム医

療」に関する正しい知識が普及する。次世代シー

ケンスを用いた遺伝子パネルなどの保険償還や、

ゲノム中核病院の指定などが検討される中、適

応、関連施設、アクセス、金額などの情報を得る

ことができる。SNSなどを用いた情報伝達方法が

確立され、広く認知されれば、継続的に新しい情

報をアップデートすることが可能となり、費用対

効果が高まる。日本癌学会、日本臨床腫瘍学会、

日本癌治療学会を基盤としているため、がんの最

新情報を集めやすく、基礎から臨床にわたる専門

家の人的リソースが豊富であり、ガイドライン

や、地域情報、会員情報を用いることが可能とな

る。 

「ゲノム治療」と称する誤った情報、エビデン

スのない高額な検査法や民間医療が増えてきてい

研究要旨 

患者、患者家族、一般市民を対象に、現状のがんゲノム医療の全体像をまとめアップデート

を随時行いながら、ゲノム関連情報の提供を行うことを計画する。各学会に所属する専門家に
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を提供する。情報ツールとしては、医学系出版社の書籍、3学会（日本臨床腫瘍学会、日本癌学

会、日本癌治療学会）のホームページなどを用いる。又、各学会の学術集会、市民公開講座、
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３年間の研究期間内に、国民を対象とした「がんゲノムネット」のコンテンツ・体制を整え

ることを目標とする。 
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る。これらの負の情報も適切に公開することによ

り、がん患者が正しく医療情報・資源にアクセス

が可能となり、がん患者の不利益を減少させる。 

医療関係者などに対するゲノム講習は、公的研

究費を基盤にしたものが複数あるが、「社会に対

するがんゲノム医療情報の提供」事業はほとんど

ない。医学専門用語を避け、コミュ二ケーション

論専門家やその研究班からのアドバイスをふま

え、わかりやすい情報提供に努める。 

本研究班がもたらす成果は、「第３期がん対策

推進基本計画」で示される、「がんゲノム医療」

に関する国民への理解を促進するための教育や普

及啓発に直結する。 

 

Ｂ．研究方法 

インターネットなどを用いた情報配信事業につ

いては、情報ツール、コンテンツ及び運営方針を

決定し、分担執筆者を選定する。出版事業に関し

ては、書籍名、内容、項目を決定し、出版社、分

担執筆者を選定する。市民向けのゲノム講習会や

3 学会の学術集会内でのシンポジウム、教育セミ

ナー、市民公開講座にて正しいゲノム情報の開示

を行う。事業全般において、分担研究者（清水）

とその研究班などから、がん患者、患者家族に対

するコミュ二ケーション方法について情報収集

し、情報発信に役立てる。 

 

1. 会議 

・がんゲノムネット・ワーキンググループ（田

村, 土原, 高橋, 古川, 川上, 佐治, 矢野, 植

竹, 林田, 吉原, 清水）を開催する。 

・3 学会合同ゲノム推進タスクフォース（田村, 

秋田, 石岡,西尾, 北川,青木, 武藤, 森, 林田, 

油谷, 河野, 間野, 野田）を開催する。 

 

2. 各情報配信業者との打ち合わせ。 

1) インターネットなどを用いた情報配信事業 

NPO 法人キャンサーネットジャパンとインター

ネットコンテンツについて打ち合わせを行う。 

2) 出版社の選定 

医科学出版社と書籍の発刊にむけて打ち合わせ

を行う。 

 

Ｃ．研究結果 

1) 会議 

平成30年度 

・第１回 田村班班会議 

2018年 7月 20日（金）7:00〜8:00 

神戸国際展示場 1 号館 1F 

・第 4回 3学会合同ゲノム推進タスクフォース 

2018年 3月 22日（木）18:30〜20:30 

ステーションコンファレンス東京 402A 

 

・第 5回, 3学会合同ゲノム推進タスクフォース 

2018年 9月 7日（木）17:30〜19:30 

ステーションコンファレンス東京 402B 

 

令和1年度 

・第2回 田村班班会議 

2019年 9月 16日（金）13:00〜15:00 

AP東京八重洲通り 7 階「Ｓルーム」 

・第 6回, 3学会合同ゲノム推進タスクフォース 

2019年 6月 21日（木）15:00〜17:00 

国際医学情報センター 1階 会議室 E 

・第 7回, 3学会合同ゲノム推進タスクフォース 

2020年 1月 8日（金）16:00〜18:00 

AP東京八重洲通り 7 階「Ｏルーム」 

 

令和2年度 

・第3回 田村班会議 

2020 年 6 月 2 日 18:00〜20:00 WEB 開催 

・第 8回, 3学会合同ゲノム推進タスクフォース 

2020 年 11 月 26 日 18:00〜20:00 WEB 開催 

・第 9回, 3学会合同ゲノム推進タスクフォース 

2021 年 1 月 5 日（木）18:00〜20:00 WEB 開催 

 

1) 書籍を用いた情報配信事業 

平成 30 年度 

・書籍名、内容、項目を決定し、出版社、分担執

筆者を選定した。 

・書籍名：「よくわかるゲノム医療」 

・出版社：医科学出版社を選定した。 

・令和 1年 2月、各執筆者に原稿依頼を行った。 

 

令和１年度 

・令和 1年 7月、全ての原稿を回収した。 

・令和１年 11月、３つ患者会を通じて、がん患

者による内容の校閲を依頼した。 

 

令和 2 年度 

・令和 2 年 5 月、がん患者による内容の校閲を

ふまえ、各執筆者に原稿修正依頼を行った。 

・令和 2年 8月、全ての原稿を回収した。 

・令和 2 年 12 月 25 日発刊となった。10,000 部

発刊する。 

 

2) ＳＮＳを用いた情報配信事業 

平成 30 年度 

・インターネットなどを用いた情報配信事業に

ついては、情報ツール、コンテンツ及び運営方

針を決定し、分担執筆者を選定した。 

・３学会合同「がんゲノムネット」特設ウェッブ

サイトを開設し、デザイン、構成を整えた。 

・SNSのアドレス登録を終了した。 

 

令和１年度 



6 

 

・研究者（班員）と執筆者に対して、それぞれに

書籍のコンテンツや関連の内容について講演

を依頼し、その内容を動画サイトとして掲載

することを計画した。 

・令和 1年 9月、動画サイトの撮影を開始した 

・３学会合同「がんゲノムネット」特設ウェッブ

サイトを開設し、デザイン、構成を整えた。 

 

令和 2 年度 

・令和 2年 11月、動画サイトの撮影を終了した 

・令和 3 年 2 月、３学会合同「がんゲノムネッ

ト」特設ウェッブサイトを開設し、３学会（日

本臨床腫瘍学会、日本癌学会、日本癌治療学会）

のホームページに掲載した。 

 

3) 患者、家族、市民を対象とした情報伝達 

 

平成 30 年度 

・Japan Cancer Forum 

2018年 8月 12日（金）16:00～17:00 

「がんゲノム教育」 

・第 56回日本がん治療学会、教育シンポジウム 

2018年 10月 19日（金）16:30～19:20 

セッションテーマ： がんゲノム医療における

諸問題 

 

令和１年度 

・第 27回日本乳癌学会、学術総会、シンポジ

ウム 

2019年 7月 12日（金）17:15～19:00 

乳腺専門医とゲノム医療「乳癌におけるゲノ

ム医療の展望」 

・八番会（乳がん患者会）勉強会 

2019年 11月 10日（日）13:00～15:00 

「乳がんにおけるがんゲノム医療」 

 

令和 2 年度 

・第 36回日本癌学会市民公開講座 

2020年 10月 3日（土） 

「よくわかるゲノム医療」 

 

Ｄ．考察 

患者、患者家族、一般市民を対象に、現状のが

んゲノム医療の全体像をまとめアップデートを随

時行いながら、ゲノム関連情報の提供を行うこと

を計画した。各学会に所属する専門家による現状

の解説や将来像、現時点では達成できていないこ

となど負の側面も含めて正確な情報を提供するこ

とを目標とした。 

令和２年１月から、新型コロナウイルスの影響

で研究計画が遅れたが、令和２年度に、出版物

「よくわかるがんゲノム医療」の刊行とインター

ネットコンテンツ「がんゲノムネット」をオープ

ンすることができた。 

書籍「よくわかるゲノム医療」については、国内

すべての、ゲノム中核病院、ゲノム拠点病院、ゲノ

ム連携病院に配布した。又、国立がん研究センター

中央病院、がん対策情報部、複数の患者会、学会の

患者会のイベント、キャンサーネットジャパンな

ど、各方面に配布した。 

「がんゲノムネット」については、今後、新し

い情報を随時アップデートしていく。 

令和2年に関しては、コロナ禍のため、対面の

会議、委員会の開催が困難であったが、WEB会議

を用いた。 

 

Ｅ．結論 

３年間の研究期間内に、国民を対象とした「が

んゲノムネット」のコンテンツ・体制を整えるこ

とを達成できた。 

 

Ｆ．研究発表 
1.  論文発表 

1. Tamura K, Kodaira M, Shimizu C, 
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Ito Y, Tanaka J, Kuriki H, Gu Z, 

Takahashi S. Phase I study of 

taselisib in Japanese patients with 

advanced solid tumors or hormone 

receptor-positive advanced breast 

cancer. Cancer Sci.109:1592-1601, 2018 

2. Yonemori K, Kodaira M, Satoh T, Kudo 

T, Takahashi S, Nakano K, Ando Y, 

Shimokata T, Mori J, Inoue K, Oakley 
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診断と治療

社 

東京 2018 17-19 

古川 洋一 「次世代シーケンス

解析技術の進歩とそ

の臨床応用」 

松本直通、難

波栄二、古川

 洋一 

遺伝子医学 MO

OK34号 臨床応

用に向けた疾患
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ン 2018年版 

日本乳癌学会 乳癌診療ガイド

ライン 

金原出版  2018 - 

加藤雅志. がん・生殖医療ハン

ドブック 

大須賀穣、 

鈴木直 

短時間のうちに

多くの意思決定
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第6版精神保健福祉士
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Anticancer Agent-Induced 
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Data. 
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Efficacy of capecitabine in 

patients with locally 
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Cancer Chemother Pharm
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Epub ahead 

of print 
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J. et al. 

Phase I studies of AZD1208, a 
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Oncology. 94 
340-344 

2018 

Furukawa Y. 
Implementation of genomic 
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Investigators: Trastuzumab 
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T, Tamura K et al. 
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Line Chemotherapy for 
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Antitumor Activity and Safety 
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chemotherapy-induced nausea 

and vomiting in patients with 

breast cancer receiving 

anthracycline and 

cyclophosphamide. 

Cancer Med 9 
3319-3327 

2020 

https://doi.org/10.1136/bmjspcare-2019-001900
https://doi.org/10.1136/bmjspcare-2019-001900
https://doi.org/10.1136/bmjspcare-2019-001900


20 

 

Tsurutani J, Iwata H, Krop I, T

amura K. et al. 

Targeting HER2 with 
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for a small subset of 

synovial sarcoma. 

Mod Pathol. 33 
1660-1668 

2020 

Sugano T, Yoshida M, Masuda M, 

Tamura K. et al. 

Prognostic impact of ACTN4 

gene copy number alteration 

in hormone receptor-positive, 

HER2-negative, node-negative 

invasive breast carcinoma. 

Br J Cancer. 122 
1811-1817 

2020 

Tanabe Y, Shiraishi S, Hashimot

o K, Tamura K. et al. 

Taxane-induced sensory 

peripheral neuropathy is 

associated with an SCN9A 

single nucleotide 

polymorphism in Japanese 

patients. BMC Cancer. 

BMC Cancer. 20 
325. doi: 

10.1186/s128

85-020-

06834-0., 

2020 

2020 

Smyth LM, Tamura K, Oliveira M,

 et al  

Capivasertib, an AKT Kinase In

hibitor, as Monotherapy or in 

Combination with Fulvestrant i

n Patients with AKT1 E17K-Mutan
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